
総合的な探究の時間
県外大学発表会に行ってきました！

沖縄県立那覇国際高校

●目的
・探究活動の学習成果を発表する。
・発表及び指導助言を通して、コミュニケ－ション能力、課題解決能力の醸成と、論
理的思考力に基づく課題解決能力を育成する。
・大学の先生および学生との交流や、学校見学を通して進路意識の向上を図る。

●期日
令和６年１月１７日（水）～１９日（金）

●訪問大学
筑波大学 東京学芸大学 国際基督教大学

●プログラム
・研究発表および指導助言 ・大学紹介、大学生との交流会 ・学校施設見学

●発表班
○テーマ：「小学校英語教育カリキュラム」
城間琴子 田中柚羽 當間鈴菜 比嘉穂乃華 當銘利央
○テーマ：「生存率を上げろ」
砂川南桜 新垣美優 古波蔵明梨 山城万琴 外間汐栞

筑波大学

指導助言者：本谷聡 先生（筑波大学体育系講師） 狩野 莉奈 先生（筑波大学体育系 特任助教）
大学生：我喜屋佑衣さん 我喜屋名唯さん 新里士裕さん（那覇国23期生）



東京学芸大学

指導助言者：仲宗根森敦先生（東京学芸大学保健体育教室准教授）（那覇国３期生）
大学生：上江洲利保さん（那覇国18期生） 棚原美鈴さん（那覇国19期生）

国際基督教大学

指導助言者：藤沼良典 先生（教養学部アーツ・サイエンス学科准教授）
大学生：平敷雅さん（那覇国21.5期生） 谷津陸央さん



・このような貴重な体験が出来て本当に嬉しかったです。始めは発表にとても緊張し

ていたけど，大学生の先輩方も教授もとても優しくて、個人的に質問もたくさん聞き

に行けたので良かったです。また、発表に対して的確なアドバイスを頂いたり、その

大学について様々なことを教えていただいたりととても有意義な時間にすることが

できました。今回できた体験を今後にも活かしていきたいです。

・学校代表として選ばれて不安が大きかったけれど、大学の先生や学生さん達が丁

寧に足りないところをアドバイスしてくれてどう改善していくかを考える良い機会だっ

たと思いました。また、今回訪れた3校は元々は進学の視野に入れていない学校で

したが、話を聞いているうちに自分が知らなかったカリキュラムの仕組みや学校生

活の様子を聞くことで、行って見たいという気持ちが生まれて、進路の視野を広げ

ることができてとてもよかったです。

・今回発表という形で県外に行き大学を見ましたが、思っていた以上にいい経験に

なりました。大学への発表を通し、研究をし続けるための大切なことや、どうより良

い発表にするかということはもちろん、大学について詳しく学べ、より志望校につい

て考えることができたと思います。3年生になるとこんな機会はないと思うので、2年

のうちにこんな経験ができて本当によかったと感じました。

・今回、普段だと体験できないような経験をすることができて、本当に良かったと思い

ます。自分が調べた研究に対して大学の先生方や大学生からアドバイスを貰える

機会はとても貴重でしたし、考え付かなかった面からも指摘を受けたので、視野を

広げることができました。また、身近で大学生を見て、実際に話してみたことで大学

に対するイメージを掴むこともできたので、進路について考えやすくもなりました。

・正直大学へ赴いての発表はすごく緊張した。何言われるのかな、プロの人達だか

ら鋭いことつつかれてしまうのではないかなと不安しかなかったけど、今後に活か

せることを言っていただけて、本当に自分たちの為になったと思う。総探長いこと

やってほんとにハードだったけど、頑張った分それ以上の大切なことを学べたと思

うので本当、頑張ってよかったです。

・普段の学校生活では学べないような経験をすることが出来てとても有意義な時間

になった。色々な意見や指摘を聞くことが出来てとても嬉しかった。

・大学に本物の研究としての考え方や必要なものをしっかり指導してもらって、自分

たちはまだまだ全然足りないと痛感した。内容に入り込む前に決めるとかでも、適

度に俯瞰するとかでもいいから向かう場所を明確に持ち続け、示さないとダメだっ

た。正直自分も聞かれたときに矛盾しているような感じがしたからそこをまず直す。

大学の先生は思ってたより優しそうで生徒との距離も遠くなかったから大学に行く

のが楽しみになった。

生徒の感想



・研究とは何かについて改めて考えさせられる研修でした。研究は問題→リサーチク

エスチョン→検証→考察という手順で行うが、私たちはフローチャート、マップ、炊き

出しを作ることが目的になっていて、実際に使えるかどうかの実証が足りないこと

に気づきました。また、災害に対する人々の慣れ具合、地域の慣習など理論で測

れない部分もフローチャートに反映させてみるのはどうか、沖縄県は孤島なので空

港が使えなくなった時に支援が行き届かないのではないか、といった自分たちでは

気づかなかった視点を得ることができとてもいい経験になりまし、もっと研究を改善

していきたいと思いました。また研究発表時には教授の方々の前で発表することは

とても緊張し、早口になっていまったり、表情が硬いなど反省点も多く見つかったが、

このような貴重な機会で経験を積むことができてとてもよかったし、いただいた

フィードバックを今後の勉強や研究活動にも活かしていきたいです。

・大学の先生も大学生も、想像してたよりずっと優しくて安心した。たくさんアドバイス

とかもらったり褒めて貰えてもっと頑張ろうと思えた。

・2日目の筑波・学芸大でのアドバイスを参考に、発表原稿・スライドにさらに手を加

え、自分たちの研究発表をより良いものにできるように最大限努力した。教授や大

学生の方からはもちろん、一緒に参加した防災班からも多くの刺激をもらった3日

間だった。物事を様々な面から考察する力をはじめとした、今回の活動の中で得た

学びを忘れず、これからも目の前の目標に向かって一生懸命取り組んでいきたい。

生徒の感想
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